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D 19　　　　 主一婦･･ヽ 生活意 識 ＼^V£んら ん空闇o^ あ リ方i- 関 一する研 免 ＼

一 一 姑1 報　 年々 別ヽ卜 み衣4^ 意識 ・だ んらん屑

祭 畝女 犬家政　 ○珂 野ヰ 義 痍 之 敵ろ一　薗嶋 道 ろ、 磯 田 剱･i　 続瀬 度 子

目的　 あらゆ る万か 野|で 万 ̂乃海 化現 象*ベ:ヽ見ら沁 る|現 ぺ 、ふ 威|庭 尺お いT  も|、独 自 。生活-b<

営 言れ、麦 レ寸れ る頑 向 にあ るi, 思 われ^ ・ そこで 、 ぶり良 い欣 空闇^ 追 求し-Z  いく こと

を 目廉^c しマ、往 生逓に おけゐ中 心ヽ 。傷1.J らヽ び んら ん空闇ii 恥 りあ げ 、主婦 必、 生老 に

対ブ る奮 識構造 や痕 瓊浹件i べ、回 ん らん･ぺあ リ方li. u" ぢ乙らん 空闇 にb 。ヽ ようl・ 反映 レ７

Vへ台*ヽI- 一ﾌいマ;爽討･き-*ﾛえで＝。／今但n  ± に年A 別ヽ に生活罷湘t 芯鮫し、如i. で 、びん/らんﾉ

の央態 ＼'つ、/ヽ1 茫 貸告 す る。

生 息n 象地 面n 、K 叛府 下 。民 闇分繊 マ ン5'  3 ン、3    V祈 とし、3  l- に)K遊飛 以 上・

規 膜 い) つ桂 戸 乱t. ん／ぼ。方茲､-f？ ツケ ート 胴乱t 配布 い 留置?2,叶

ぴSB 算 、 ぷ～(, R ，配布数 、A-'Z今戸. 回 収率 、叩 兄-i' みる。 岡島 七 生-; 禽̂ 識 とレ ヱ、衣食

痙 生活 、 良庭 管運 、生｡活 瞼 哨 、コミュニ予イ. 生活設 軒n  ど-j,  ﾏ？んらんにつ ぃ7  は、行 為

(^央敵 と膏 俄 、及ヅ論 弁サラン s! の関 係I- つ いても額 を レた 。

紀 果↓　日|常）､万通 どレオ マリU 、主-l^年発 べ万若:い1?|ど耀 極 的l-万趣 硫遍動|や 。象族 ●､万・ ミュよニ

り一一シ3 ンI- 時 閉t  あ てて ぃ る上-に、-さら にW んらLノa 量 的 、質的 向 上･s 望 んで･いろ。 に対

し、佃 ～SD 代 でほ、現 胤､り7 ぼ満 足せ-e待 い。 一方 季 節的 如 乙に応しバc  、客､具 。う'ンテ リ

マ 明品Tに ・･物＆ 、ヽ取 り替 えは 年発 とk  もに増タロレ、 日常 心邑 ご` レオ ヒ171関係-f､らも 生活

呑向 のli,いvi 見ろ叶ら れろ。 一白めf='んら ん暗闇iT 平均 杓2 し時 間-2･あるやら 義 峰 間 も 。1

いろ例n 、年令 やi- て̂ ほ ざ即い 。家族 ん琴^ロ・ レオ 。、ら みfc,  ぢ んらんCI>'評 価 にほ年々 差

l^諮一if) ら れり 。､。ぐ、爽際 にもr>  てv ＼ ろび 乙らんﾉ時 闇i. ≪間I'  I-?,    やや潮 関 浦々^ 釣ら れら。

D 20 ど んらん雲間 の孝明 気に影響 を灸ぽt 浦l^因に関-T る調 査研 見

一 第1 報 玄間形状乙孝圓気の主観的評佃 の聞わ>] i:っい-Z     

祭良女瓦象政　o 遅辺 教子　河野安芙　圓諸遂了　磁 田冤 ･ t　 梁栽蔑そ

目的　 ぶμ 免でに、住生落 にお､T % すば<n 場 であ るでんらん吏閲 を取りあげ、空間の形

状、 インテリア構成 寥系の更態レ 乞婦の てんi>) んに対T  i> 意職 を肥蓬^  る、、とい--.   支叱

らの舗要IS 宍 星間の雰圈気に受ぼ１影 響を明 らVヽ に に　よ')｡良い だんらん玄閉・ あ っ方を

マ（ヽヽる。本報 スヽヽは、玄間の形朕 ヒ澪 明気との関 わ1  につ●へて叛 告t ろ。

う漆 対 乱|地域、調 査期間は前報 に氷す|珂野ら|の ’玄|婦 の了 建 灸撒|り ごなら ん甕間 のゐ

りうに関t  ゐ肝児、t 同しr。対象住 か3. LD  Kin 形収別 に か9 イプ･。配や牝－かけ 戸.   回

収今一鮨妬。 主な岡賂n 、 ）r-"んらんに対 ずる鳶識 及び支称　2}  f ;■"んらん玄関に対 する意ヽ

戴 及び哭祢　^）卓il 気のi 総的評価レ な狗、男 圈気獅価にΓ$  D 茲 でヽ行 い ≒

笠至　r ぐんらん宦問のしっらい 皿 雰回気より奏能泄 を、 象 具はデずソ ンI  りり 更丿酔

考を重視t  ゐ玄φ 恥過 半数 であゐお、tl 乙琉のじっらいを東しV  reめに、 インテリフ ショッ

ア に蛮やヽ ･1 にn 、% 内衰飾 に 工大 乞こらしスい る･傾 向恥あ る。零 面気釘-: んら んの行 われ

ゐ錫然別 にir巳軟t  ゐし、'I び`ンブで行幻れい ヽる場合にJ、 ﾀﾞｲ ＝-ﾝr の爆合よ') も相対的

に評価沁良く.   特に、 ’゙をらざのあ ゐj    「 く､7   ^-ヽ に 野の評 価に系PN'見うれる。現%  ヒ
理偲ヒT  幻'  A/らん･官間別に因子か暫 を行 勺ヒ、両名k  も居間の雰圈気評禰に邨-r ゐ気､験

脂 気"）り司様 に、第£因子'c し四 否動性・ 区 子1^■̂独裁5  れに。 叉／現実ﾌ　では第'W． 第T

凶子としス誦 裁乱
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